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を
図
る
た
め
に
は
、
被
災
組

合
員
の
漁
業
継
続
や
漁
業
者

所
得
の
安
定
・
向
上
が
不
可

欠
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
支
援

に
直
実
に
取
り
組
む
こ
と
、

当
組
合
の
着
実
な
経
営
改
善

を
図
る
こ
と
が
最
重
要
課

題
」
と
し
た
。

　
主
要
な
取
り
組
み
と
し
て

「
宮
城
県
産
水
産
物
の
ブ
ラ

ン
ド
力
強
化
等
を
通
じ
た
直

販
の
拡
充
お
よ
び
輸
出
等
に

よ
る
販
路
拡
大
を
主
と
し
た

販
売
力
強
化
」
な
ど
を
挙
げ

る
。
事
業
企
画
部
門
で
は
、

殻
付
カ
キ
の
販
路
拡
大
に
向

け
た
積
極
的
提
案
、
ホ
ヤ
需

要
拡
大
に
向
け
た
計
画
策

定
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
活
用
に

よ
る
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
企
画
な

ど
を
重
点
と
す
る
。

カ
年
計
画
２
年
目
の
本
年
度

も
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　
県
漁
協
は
組
合
員
の
減
少

や
後
継
者
不
足
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
に
直
面
し
な
が
ら

も
健
全
な
組
合
運
営
を
目
指

し
て
お
り
、

さ
ら
な
る
業

務
改
善
、
経

営
改
善
を
行

っ
て
い
く
。

　
●
２
期
目
の
抱
負
　
優
先

出
資
の
返
済
が
最
優
先
。　29

年
度
の
事
業
で
剰
余
金
が
出

れ
ば
来
年
の
総
代
会
で
了
承

し
て
も
ら
い
段
取
り
す
る
。

災
害
な
ど
が
な
く
こ
の
ま
ま

順
調
に
生
産
で
き
れ
ば
十
分

返
済
で
き
る
見
通
し
。

　
合
併
か
ら
　
年
が
過
ぎ
、
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こ
の
任
期
中
に
、
経
営
管
理

委
員
会
制
か
ら
合
併
前
の
よ

う
な
理
事
会
制
に
戻
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
当
初
か
ら

理
事
会
制
を
求
め
る
声
が
あ

り
、
い
ま
も
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

な
ど
で
続
い
て
い
る
が
、
優

先
出
資
も
あ
っ
て
進
め
ら
れ

な
か
っ
た
。
返
済
し
、
総
代

会
で
賛
否
を
問
い
た
い
。

　
組
合
員
の
中
に
は
、
自
分

た
ち
が
選
ん
だ
浜
の
代
表
が

理
事
と
な
っ
て
組
合
の
運
営

と
経
営
に
直
接
携
わ
れ
ば
よ

り
意
見
が
反
映
さ
れ
や
す
く

な
る
、
と
思
っ
て
い
る
人
も

い
る
。
宮
城
の
あ
と
に
全
国

の
数
カ
所
で
県
一
単
協
が
で

き
て
い
る
が
、
経
営
管
理
委

員
会
制
を
と
っ
た
と
こ
ろ
は

な
い
。

併
、
当
組
合
発
足
で
は
、
中

部
地
区
組
合
長
会
会
長
と
し

て
説
得
、
合
意
形
成
に
尽
く

し
た
。
初
代
理
事
長
に
就
任

後
は
、
組
合
業
務
の
統
一
化

に
よ
る
管
理
経
費
削
減
な
ど

で
財
務
基
盤
の
強
化
に
力
を

発
揮
。
組
合
発
足
時
の
　
億
16

円
近
い
繰
越
欠
損
金
を
大
震

災
前
の
平
成
　
年
度
末
に
７

21

億
円
弱
ま
で
減
ら
し
た
。

　
大
震
災
で
は
、
組
合
内
に

「
復
興
対
策
本
部
」
を
設
置

し
、
復
興
計
画
立
案
な
ど
で

組
合
員
に
生
活
再
建
や
漁
業

再
開
に
向
け
た
方
針
を
示
す

一
方
、
国
な
ど
に
対
し
要
望

活
動
に
奔
走
し
た
。
組
合
員

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
に
は
当
組

合
の
資
本
増
強
が
不
可
欠
と

み
て
「
信
用
事
業
計
画
」
の

策
定
を
進
め
、
Ｊ
Ｆ
マ
リ
ン

バ
ン
ク
支
援
協
会
に
よ
る
　66

億
８
千
万
円
の
優
先
出
資
を

実
現
。
復
旧
、
補
助
事
業
を

推
し
進
め
る
と
と
も
に
、
当

　
昨
年
度
は
、
事
業
利
益
４

億
２
１
０
０
万
円
、
経
常
利

益
５
億
５
４
０
０
万
円
で
、

剰
余
金
７
億
３
２
０
０
万
円

を
計
上
。
い
ず
れ
も
　
年
度

27

を
下
回
っ
た
が
、
剰
余
金
は

計
画
対
比
で
５
億
２
０
０
万

円
の
上
振
れ
。
年
度
末
の
自

己
資
本
比
率
は
　
・
５
５
％
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と
な
り
、　
年
度
よ
り
１
・

27

７
４
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。

　
昨
年
度
の
販
売
事
業
は
、

養
殖
の
ノ
リ
、
ワ
カ
メ
、
ホ

タ
テ
、
ギ
ン
ザ
ケ
が
そ
ろ
っ

て
高
値
で
推
移
し
金
額
が
伸

び
た
。
カ
キ
が
厳
し
く
、
盛

漁
期
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
ま
ん

延
に
伴
う
出
荷
の
一
斉
休

止
、
マ
ス
コ
ミ
報
道
に
よ
る

風
評
被
害
も
あ
り
、
出
荷
量

が
減
少
、
価
格
が
下
落
。
ホ

ヤ
は
大
震
災
前
を
超
え
る
約

１
万
３
２
０
０
㌧
の
生
産
、

国
内
消
費
も
過
去
最
高
の
約

５
６
０
０
㌧
と
増
え
た
が
、

韓
国
の
輸
入
禁
止
措
置
で
販

売
で
き
な
か
っ
た
約
７
６
０

０
㌧
を
や
む
を
得
ず
焼
却
処

分
し
た
。

　
購
買
事
業
は
、
好
調
な
浅

海
品
販
売
に
伴
う
資
材
の
伸

長
も
あ
り
計
画
を
超
え
る
取

扱
高
。
信
用
事
業
は
、
全
体

的
に
は
低
金
利
に
よ
る
落
ち

込
み
は
あ
っ
た
が
、
多
岐
に

わ
た
る
貯
蓄
推
進
運
動
や
高

台
移
転
に
よ
る
住
宅
資
金
の

取
り
込
み
な
ど
を
積
極
的
に

展
開
し
た
。

　
こ
れ
ら
事
業
の
好
収
益
に

加
え
事
業
管
理
費
の
削
減
が

事
業
利
益
を
押
し
上
げ
た
。

　
し
か
し
、
組
合
員
は
減
少

が
続
き
、
年
度
末
で
　
年
よ

27

り
３
２
９
人
減
り
８
８
７
９

人
と
な
っ
た
。
正
組
合
員
は

　
年
の
３
５
６
５
人
か
ら
２

27１
０
人
増
加
し
た
も
の
の
７

４
０
人
減
り
３
０
３
５
人
。

准
組
合
員
は
２
０
１
人
増
え

５
８
４
４
人
で
、
正
組
合
員

か
ら
の
移
行
も
あ
っ
た
。

　
一
方
、
本
年
度
の
事
業
計

画
で
は
、
基
本
方
針
を
「
本

県
漁
業
の
持
続
可
能
な
発
展

組
合
の
経
営
再
建
に
も
多
大

な
貢
献
を
し
た
。

　
石
巻
市
東
部
漁
協
の
理

事
、
組
合
長
時
代
は
、
同
漁

協
漁
業
研
究
会
の
豊
島
富
美

志
会
長
が
カ
キ
養
殖
施
設
の

「
ブ
ラ
ン
コ
方
式
」 を
考
案
、

発
表
す
る
と
、
こ
れ
を
推

進
、
普
及
さ
せ
た
。
延
縄
式

を
改
良
し
て
動
揺
を
緩
和
、

落
下
を
抑
え
る
方
式
で
、
波

浪
な
ど
の
影
響
で
困
難
と
さ

れ
て
い
た
沖
合
漁
場
の
利
用

が
県
内
に
広
が
っ
た
。

　
カ
キ
で
は
後
に
、
同
漁
協

の
共
同
処
理
場
に
最
先
端
技

術
の
膜
ろ
過
を
利
用
し
た
殺

菌
海
水
を
導
入
し
、
む
き
身

の
安
全
性
と
品
質
を
向
上
。

　
他
地
区
に
先
駆
け
た
水
揚

額
か
ら
の
天
引
き
貯
金
や
共

済
加
入
の
推
進
で
も
知
ら
れ

る
。
実
績
は
後
継
者
の
誕

生
、
育
成
に
も
つ
な
が
っ

た
。

丹野会長再任、 理事長に小野専務

石巻市河北総合センターで開かれた通常総代会

剰余金は 7 億円超

　
本
年
度
春
の
叙
勲
で
、
当

組
合
元
理
事
長
の
阿
部
力
太

郎
氏
が
旭
日
単
光
章
の
栄
誉

を
受
け
た
。
合
併
後
の
初
代

理
事
長
と
し
て
、
礎
と
な
る

経
営
基
盤
の
強
化
に
リ
ー
ダ

シ
ッ
プ
を
発
揮
、
東
日
本
大

震
災
で
は
生
活
と
漁
業
の
再

建
、
復
興
で
先
頭
に
立
っ

た
。
旧
石
巻
市
東
部
漁
協
の

組
合
長
時
代
は
、
カ
キ
養

殖
業
な
ど
の
発
展
と
漁
業

経
営
の
安
定
化
で
組
合
員

の
生
活
を
豊
か
な
も
の
に

し
た
。

　
沿
岸
　
地
区
の
漁
協
合
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   阿
部
力
太
郎
氏

に
栄
誉

旭
日
単
光
章
、功
績
に
光
   

　
●
総
代
会
あ
い
さ
つ
　
平

成
　
年
度
の
組
合
収
支
は
、

28
計
画
を
上
回
る
７
億
円
を
超

え
る
当
期
剰
余
金
を
計
上
で

の
賜
物
で
あ
り
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
は
震
災
特
例
優
先
出

資
の
返
済
を
第
一
目
標
に
、

き
ま
し
た
。

ひ
と
え
に
組

合
員
の
皆
さ

ま
の
ご
尽

力
、
ご
協
力

丹
野
一
雄
会
長

健
全
な
組
合
運
営
を
目
指

す
。
そ
れ
に
は
経
営
基
盤
強

化
の
た
め
の
出

資
金
対
策
が
必

要
で
、
昨
年
度

か
ら
お
願
い
し

て
い
る
正
組
合

員
の
増
資
運
動

に
つ
い
て
、
５

来
年
に
も
優
先
出
資
返
済

理
事
会
制
移
行
に
も
意
欲

　
当
組
合
は
６
月
　
日
、
本
年
度
通
常
総
代
会
を
石
巻
市
の
河
北
総
合
セ
ン
タ
ー
で

30

開
催
し
た
。 昨
年
度
事
業
報
告
、 本
年
度
事
業
計
画
な
ど
の
議
案
を
い
ず
れ
も
原
案
通

り
可
決
、
決
定
。
昨
年
度
は
カ
キ
販
売
の
苦
戦
な
ど
で
剰
余
金
が
平
成
　
年
度
を
約

27

１
億
円
下
回
る
７
億
円
超
と
な
っ
た
。
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
改
選
し
、
総
会
後

の
経
営
管
理
委
員
会
で
丹
野
一
雄
会
長
を
再
任
、
理
事
長
に
小
野
秀
悦
専
務
を
指
名

し
た
。（
２
面
に
 「
小
野
新
理
事
長
に
聞
く
」 「
事
業
成
績
・
財
産
・
損
益
の
状
況
」）

 【経営管理委員会】

石巻湾支所運営委員長再丹野一雄会　長

気仙沼地区支所運営委員長新松本洋一副会長

志津川支所運営委員長再佐 木々憲雄

委　員

女川町支所運営委員長再阿部彰喜

唐桑支所運営委員長再畠山政則

表浜支所運営委員長再木村千之

鳴瀬支所運営委員長再仙石和男

歌津支所運営委員長再高橋一郎

松島支所運営委員長再髙橋幸彦

北上町十三浜支所運営委員長新佐藤栄記

七ヶ浜支所運営委員長新寺沢春彦

仙南支所（亘理）運営委員長新菊地幹彦

員　外新佐藤達哉

【監　事】

石巻地区支所運営委員長再伏見眞司代表監事

大谷本吉支所運営委員長新芳賀勝壽
監　事

七ヶ浜支所運営委員会副委員長新鈴木政志

員　外新武田　功常勤監事

【理　事】

（前専務理事）新小野秀悦理事長

（前理事）新阿部　誠専　務

指導総務・南部地区担当再鈴木文昭

理　事 信用共済・北部地区担当新内海哲夫

経済事業・中部地区担当新菊地　清

当組合の新役員の顔ぶれ

叙勲祝賀会で贈られた花束を胸に笑顔
を見せる阿部力太郎氏 （５月、 石巻市）

石巻市東部漁業協同組合理事平成６～９年
　同　代表理事組合長９～19年
宮城県小型漁船漁業振興協議会副会長９～16年
宮城県漁船海難防止協議会副会長９～26年
宮城県漁業協同組合連合会代表監事11～19年
宮城県中部地区漁業協同組合長会会長11～19年
宮城県漁船保険組合総代11～26年
宮城県小型漁船漁業振興協議会会長16～18年
宮城県漁業協同組合代表理事理事長19～26年

宮城海区漁業調整委員会委員平成19～26年
宮城沿岸漁業復興連絡会議構成員23～26年

石巻市長表彰平成18年
全国漁業協同組合連合会会長表彰21年
宮城県知事表彰24年
大日本水産会会長表彰25年

宮城県立水産高等学校 卒業昭和37年　　

株式会社大洋漁業 勤務昭和37～45年
漁業に従事　45年～現在

阿部力太郎氏の略歴

総代会

丹
野
一
雄
経
営
管
理
委
員
会
会
長
の
総
代
会
あ
い
さ

つ
の
要
旨
を
ま
と
め
、
２
期
目
の
抱
負
を
聞
い
た
。



（２）海 と 共 に広　報 平成29年・夏

り
毎
年
の
よ
う
に
高
さ
が
変

わ
る
た
め
、
基
準
と
な
る
県

設
置
の
潮
位
標
か
ら
潮
の
高

低
差
を
部
員
が
測
定
し
て
ほ

か
の
部
員
に
連
絡
。
情
報
に

従
っ
て
各
漁
場
の
潮
位
標
と

な
る
杭
に
板
を
釘
付
け
し
て

高
低
差
を
合
わ
せ
、
ノ
リ
網

を
張
り
込
む
時
の
高
さ
の
目

安
に
す
る
。

　
大
事
な
活
動
だ
が
、
千
葉

部
長
は
「
本
業
（
ノ
リ
養

殖
）
と
青
年
部
活
動
の
境
目

が
な
く
な
っ
て
い
る
。
青
年

部
単
体
の
活
動
を
な
か
な
か

見
い
だ
せ
な
い
」
と
い
う
。

　
震
災
前
の
活
動
に
は
ア
サ

リ
漁
場
の
造
成
や
ア
ワ
ビ
の

畜
養
も
あ
っ
た
。

　
ア
サ
リ
は
青
年
部
員
４
人

の
浦
戸
ア
サ
リ
試
験
研
究
会

が
再
開
。
会
長
の
内
海
景
太

部
員
は
「
震
災
で
青
年
部
が

機
能
し
な
く
な
り
、
グ
ル
ー

プ
で
や
れ
る
こ
と
か
ら
や
ろ

う
と
集
ま
っ
た
」
と
振
り
返

る
。
白
崎
浜
で
、
粉
砕
し
た

カ
キ
殻
に
天
然
種
苗
を
付
着

さ
せ
、
稚
貝
を
採
取
し
て
ネ

ッ
ト
で
囲
ん
だ
施
設
で
育

生
。
結
果
が
出
て
、
今
季
が

２
年
目
の
出
荷
と
な
っ
た
。

　
青
年
部
に
新
し
い
部
員
が

誕
生
し
そ
う
な
の
が
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
。
新
規
漁
業
就
業

者
を
育
成
す
る
塩
竈
市
の
事

業
で
、
総
務
省
の
「
地
域
お

こ
し
協
力
隊
」
の
支
援
を
活

用
し
参
加
し
て
い
た
一
人
が

研
修
を
終
え
た
。
桂
島
に
住

み
、
ノ
リ
養
殖
協
業
体
の
従

業
員
に
な
っ
た
。
青
年
部
は

次
の
会
合
で
、
新
部
員
と
し

て
迎
え
入
れ
る
つ
も
り
だ
。

協
力
隊
と
し
て
な
お
３
人
が

研
修
中
で
、
部
員
が
さ
ら
に

増
え
る
と
期
待
さ
れ
る
。

に
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う

に
し
な
い
と
、（
活
動
し
て

も
）
続
け
ら
れ
な
い
。
途
中

で
手
を
か
け
ら
れ
な
く
な

る
」
と
い
い
切
る
。
時
間
の

制
約
が
足
か
せ
だ
。

　
１
年
に
２
日
、
部
員
が
一

体
と
な
り
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

発
揮
す
る
。

　
８
月
　
日
の
地
元
の
祭

13

り
。
青
年
部
が
実
行
委
員
会

の
一
翼
を
担
い
、
担
当
を
決

め
て
か
き
氷
や
飲
み
物
を
販

売
し
た
り
、
音
楽
を
流
し
て

放
送
を
手
伝
っ
た
り
す
る
。

観
光
客
も
訪
れ
、
盆
踊
り
や

花
火
大
会
を
楽
し
む
島
の
一

大
イ
ベ
ン
ト
だ
。

　
も
う
１
日
は
、
８
月
末
ご

ろ
の
「
潮
位
標
」
の
調
整
。

大
震
災
後
、
養
殖
漁
場
の
地

盤
が
沈
下
し
て
不
安
定
と
な

る
時
間
が
限
ら
れ
る
。

  「
自
分
た
ち
で
時
間
を
作

り
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
集
ま

る
の
は
難
し
い
」
と
千
葉
部

長
。「
青
年
部
の
あ
り
方
を

考
え
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
」
と
も
思
う
。

　
阿
部
義
隆
副
部
長
は
「
震

災
前
に
や
っ
て
い
た
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い

い
」
と
話
す
。
活
動
再
開
を

望
む
が
、「
基
本
的
に
本
業

び
た
の
と
、
部
員
が
養
殖
経

営
の
中
核
を
担
う
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
。

　
漁
期
が
延
長
し
て
も
、
次

の
漁
期
入
り
と
な
る
８
月
末

の
陸
上
採
苗
ま
で
に
養
殖
施

設
の
修
繕
な
ど
を
済
ま
せ
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
オ
フ
シ
ー

ズ
ン
が
短
か
く
な
っ
た
分
、

忙
し
く
な
っ
た
。
父
が
経
営

を
握
っ
て
い
た
以
前
な
ら
仕

事
を
抜
け
出
せ
た
が
、
い
ま

は
自
分
が
抜
け
れ
ば
休
み
と

な
り
他
の
人
の
仕
事
が
止
ま

営
体
制
の
見
直
し
も
出
て
く

る
。
経
営
に
携
わ
っ
て
い
る

人
の
年
齢
が
上
が
っ
て
き
て

い
る
。

　

─
養
殖
種
目
で
考
え
て

い
る
こ
と
は
。

　
小
野
理
事
長
　
ギ
ン
ザ
ケ

は
「
み
や
ぎ
サ
ー
モ
ン
」
で

国
の
Ｇ
Ｉ
（
地
理
的
表
示

保
護
制
度
）
に
登
録
で
き

た
の
で
良
い
機
会
と
捉

え
、
今
年
の
よ
う
な
高
い

単
価
を
維
持
で
き
る
よ
う

に
進
め
た
い
。
高
品
質
に

作
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
大
事

に
な
る
。

　
ホ
ヤ
は
、
今
年
は
水
揚
げ

が
少
な
く
な
り
そ
う
だ
が
、

国
内
販
売
を
強
化
し
な
い
と

い
け
な
い
。
韓
国
に
禁
輸
解

格
差
社
会
、協
同
組
合
運
動
に
光

協同組合論
北海学園大学経済学部教授

濱 田 武 士
　
世
界
的
に
協
同
組
合
の
運

動
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
連
が
定
め
る
国
際
年
と
し

て
２
０
１
２
年
は
国
際
協
同

組
合
年
に
な
り
ま
し
た
。
格

差
社
会
が
世
界
各
国
の
中
で

拡
大
す
る
ゆ
え
に
、
そ
の
処

方
箋
の
一
つ
と
し
て
協
同
組

合
運
動
が
大
切
と
さ
れ
た
の

う
政
財
界
か
ら
の
提
言
が
続

い
て
い
る
こ
と
で
す
。「
協

同
組
合
は
、
非
営
利
法
人
で

あ
る
が
故
に
税
率
が
会
社
よ

り
も
軽
減
さ
れ
て
い
る
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｊ
Ａ
は
非

農
民
を
准
組
合
員
に
し
て
Ｊ

Ａ
バ
ン
ク
、
Ｊ
Ａ
共
済
を
拡

大
さ
せ
て
民
業
を
圧
迫
し
て

Ｊ
Ａ
の
責
任
だ
と
し
て
農
協

改
革
が
進
め
ら
れ
、
農
協
法

が
改
正
さ
れ
る
に
至
り
ま
し

た
。
し
か
も
、
協
同
組
合
の

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登

録
の
前
日
に
政
府
提
案
の

「
農
業
競
争
力
強
化
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
が
決
ま
り
、
Ｊ
Ａ
の

系
統
事
業
の
方
針
に
政
府
が

は
、
世
界
で
は
水
産
業
が
成

長
産
業
な
の
に
日
本
で
は
衰

退
産
業
だ
と
し
て
制
度
改
革

を
進
め
る
べ
き
と
い
う
議
論

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
、
水
産
業
界
を
取

り
巻
く
情
勢
は
変
わ
っ
て
い

ま
す
。
も
し
こ
れ
ら
の
動
き

が
漁
業
の
発
展
を
促
す
も
の

合
に
お
い
て
共
通
の
利
益
を

形
に
す
る
と
い
う
思
想
と
実

践
」
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
日

本
の
協
同
組
合
陣
営
は
苦
境

に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
農
協
か
ら
信
用
・
共

済
を
分
離
分
割
せ
よ
、
と
い

い
る
。
信
用
・
共
済
を
分
離

分
割
し
て
会
社
と
同
じ
条
件

で
競
争
す
べ
き
だ
」
と
い
う

も
の
で
す
。
農
協
の
信
用
・

共
済
事
業
が
農
協
法
改
正
に

よ
っ
て
分
離
分
割
と
な
れ

ば
、
Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー
プ
も
分
離

分
割
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
さ
ら
に
、
農
業
の
衰
退
は

介
入
し
て
い
ま
す
。
も
う
か

る
農
業
に
変
革
さ
せ
る
と
い

う
の
が
そ
の
狙
い
で
す
。

　
現
段
階
で
は
Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー

プ
に
こ
の
状
況
が
及
ん
で
い

ま
せ
ん
が
、
時
間
の
問
題
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
内

閣
府
に
設
置
さ
れ
て
い
る
規

制
改
革
推
進
会
議
に
お
い
て

も
、
歓
迎
す
る
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
そ
れ
が
政
治
主

導
の
改
革
な
ら
ば
警
戒
が
必

要
で
す
。
大
分
県
や
石
川
県

で
は
、
か
つ
て
県
知
事
主
導

で
企
業
参
入
を
進
め
ま
し

た
。
魚
類
養
殖
業
に
お
い

て
、
で
す
。
そ
れ
ら
の
企
業

は
長
続
き
せ
ず
、
す
で
に
撤

で
す
。 ま
た
、

 昨
年
　
月
　

11

30

日
、 「協
同
組

退
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
、

約
束
し
た
地
元
貢
献
を
果
た

せ
ず
、
ま
た
石
川
県
に
お
い

て
は
参
入
企
業
が
施
設
を
放

置
し
た
ま
ま
撤
退
し
た
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
後
味
の
悪

い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
地

元
Ｊ
Ｆ
も
そ
れ
に
振
り
回
さ

れ
た
と
い
う
状
況
で
す
。

　
政
治
主
導
の
最
大
の
問
題

は
、
企
業
参
入
が
実
現
で
き

れ
ば
そ
の
段
階
で
為
政
者
が

改
革
の
功
績
者
と
し
て
財
界

や
マ
ス
コ
ミ
か
ら
た
た
え
ら

れ
ま
す
が
、
そ
の
後
失
敗
し

て
も
為
政
者
は
と
が
め
ら
れ

る
こ
と
な
く
、
た
だ
た
だ
失

敗
の
し
わ
寄
せ
を
地
元
が
か

ぶ
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　
農
業
も
、
漁
業
も
、
改
革

は
現
場
か
ら
で
な
い
と
成
功

し
な
い
と
私
は
考
え
て
い
ま

す
。
行
政
支
援
の
必
要
性
は

否
定
し
ま
せ
ん
が
、
漁
船
に

乗
り
漁
労
作
業
を
し
た
こ
と

が
な
い
な
ど
、
現
場
に
精
通

し
て
い
な
い
識
者
の
ア
イ
デ

ア
ほ
ど
危
険
な
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
。
せ
い
ぜ
い
、
海
外

の
事
例
を
つ
ま
み
食
い
し
て

押
し
つ
け
る
程
度
で
す
。

　
漁
協
は
浜
あ
っ
て
の
組
織

で
す
。
そ
の
浜
は
「
共
通
の

利
益
を
形
に
す
る
」
と
い
う

遺
伝
子
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

遺
産
と
し
て
た
た
え
ら
れ
て

い
る
の
で
す
。
今
浜
は
世
代

交
代
が
進
み
新
し
い
局
面
に

入
っ
て
い
ま
す
。
温
故
知
新

の
精
神
で
未
来
の
浜
の
在
り

方
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

な
ら
ば
、
漁

民
も
、
水
産

関
連
業
者

28年度（当期）27年度26年度25年度項　　目区　分

420,950556,722940,036511,749事業利益

財　務

553,919811,0001,121,887657,820経常利益

732,020834,9581,421,218785,933当期剰余金

109,420,087109,880,892108,730,833113,218,974総　資　産

12,123,45311,447,63010,762,3659,425,269純　資　産

30.55%28.81%26.46%22.76%単体自己資本比率

92,263,26392,721,16591,021,05194,146,996貯　　金

信用事業 82,880,63880,440,45777,310,06976,286,699預　け　金

15,284,63516,854,70919,758,12626,001,556貸　出　金

68,660,32072,957,58876,376,20279,989,000長期共済保有高
共済事業

48,678,73043,468,43038,175,12036,409,030短期共済契約高

2,757,4132,963,5843,861,1965,245,339石油類供給高
購買事業

5,993,5116,304,2876,834,4978,269,389資材類供給高

32,567,77130,413,60928,757,99621,464,205受託販売取扱高
販売事業

2,165,9322,242,2812,082,8492,332,638買取販売高

当該事業年度および直前３事業年度の事業成績ならびに財産および損益の状況
（２８年度事業報告から。単位･千円） 

　
当
組
合
の
代
表
理
事
理
事

長
に
就
任
し
た
小
野
秀
悦
氏

に
聞
い
た
。　

　

─
理
事
長
就
任
の
感

想
、
抱
負
は
。

　
小
野
秀
悦
理
事
長
　
大
役

と
感
じ
て
い
る
。

　
平
成
　
年
度
事
業
終
了
後

29

の
来
年
７
月
、
Ｊ
Ｆ
マ
リ
ン

バ
ン
ク
支
援
協
会
と
県
の
優

先
出
資
合
わ
せ
て
　
億
８
千

71

万
円
を
返
済
で
き
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
１
年
間
頑
張
ら

な
い
と
い
け
な
い
。
事
業
運

　
浦
戸
諸
島
・
桂
島
の
塩
釜

市
浦
戸
支
所
青
年
部
。
部
員

の
７
人
全
員
が
ノ
リ
養
殖
を

す
る
。
千
葉
卓
部
長
は
「
部

員
の
顔
ぶ
れ
は
若
い
の
に
昔

の
よ
う
に
は
い
か
な
く
な
っ

て
い
る
」 と
話
す
。
大
震
災

後
、
時
間
に
都
合
を
つ
け
て

皆
で
集
ま
る
の
が
難
し
く
、

思
う
よ
う
に
活
動
で
き
な
く

な
っ
て
い
る
の
が
悩
み
。
新

部
員
誕
生
が
い
ま
の
期
待

だ
。
　
悩
み
の
大
き
な
要
因
は
二

つ
。
製
品
の
乾
ノ
リ
の
入
札

で
下
物
の
価
格
が
上
が
り
漁

期
が
５
月
ま
で
丸
１
カ
月
延

組合を盤石な体制に

事業運営の見直しも

「
選
ば
れ
た
か
ら
に
は
進
め
る
」

小
野
秀
悦
新
理
事
長
に
聞
く

営
の
見
直
し
も
出
て
く

る
。
組
合
を
盤
石
な
体
制

に
す
る
に
は
ど
う
し
て
い

け
ば
よ
い
の
か
、
選
ば
れ

た
か
ら
に
は
そ
れ
を
考

え
進
め
て
い
く
。

　
将
来
的
に
は
組
合
の
経

除
の
要
請
活
動
を
続
け
て
い

く
が
、
韓
国
に
出
さ
な
く
て

も
消
費
で
き
る
よ
う
に
持
っ

て
い
き
た
い
。

　
　
　
◇

　
小
野
氏
は
　
歳
。
北
海
道

65

大
学
水
産
学
部
を
卒
業
し
宮

城
県
漁
協
に
奉
職
。
合
併
で

当
組
合
発
足
後
、
総
務
部
長

を
経
て
理
事
、
専
務
を
そ
れ

ぞ
れ
１
期
務
め
た
。
父
、
妻

と
の
３
人
暮
ら
し
、
４
人
の

子
は
独
立
し
た
。
趣
味
は
旅

行
。

 活
動
模
索
も
時
間
ネ
ッ
ク

漁
期
が
一
因
、
 期
待
は
新
部
員
  

塩
釜
市
浦
戸
支
所
青
年
部

っ
て
し
ま

う
。
こ
の
二

つ
の
相
乗
も

あ
り
、
自
由

に
活
動
で
き

ノ
リ
網
張
り
込
み
の
目
安

と
な
る
 
「
潮
位
標
」 の
調
整

塩釜市浦戸支所青年部。右から、前列が阿部義隆副部長・
千葉卓部長・内海修一さん・同支所青年部担当の鈴木洵主
任、後列は千葉周さん・内海景太さん・内海洋倫さん

⑨



（３） 平成29年・夏海 と 共 に広　報

信
用
共
済
部

組
合
か
ら
の

組
合
か
ら
の
おお
知知
らら
せせ
 

仙南支所 ・ 出雲浩行さん

閖
上
赤
貝
の
名
を
守
り
つ
な
げ
る

ゃ
な
い
。
タ
イ
ミ
ン
グ
を
み

て
や
っ
て
い
き
た
い
」。

　
震
災
前
は
ア
カ
ガ
イ
の
船

が
　
隻
、
コ
タ
マ
ガ
イ
や
遊

30
漁
船
も
入
れ
港
に
　
隻
く
ら

80

い
船
が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ

れ
が
ほ
ぼ
全
て
流
さ
れ
、
家

も
な
く
な
っ
た
。

　
「
ど
う
し
よ
う
か
と
皆
で

考
え
た
。
３
分
の
１
の
国
の

補
助
で
船
を
購
入
で
き
る
と

な
っ
た
と
き
に
は
も
う
、
新

し
い
船
造
る
し
か
ね
え
、
ま

た
や
る
ぞ
と
い
う
気
持
ち
だ

っ
た
」
と
言
う
。「
委
員
長

ど
う
す
ん
の
？
」
「
新
し
い

の
造
る
よ
」
「
お
金
ど
っ
か

ら
持
っ
て
く
る
の
？
」
「
稼

げ
ば
い
い
べ
。
な
ん
と
か
な

っ
ぺ
」。
な
ら
俺
も
俺
も
と

続
く
人
た
ち
が
出
て
き
た
。

補
助
も
６
分
の
５
に
な
り
、

　
隻
が
新
造
し
た
。

11　
翌
春
か
ら
新
船
で
の
再
開

が
次
々
と
始
ま
り
、
出
雲
さ

ん
は
一
番
最
後
。 「丸
２
年
遅

れ
た
ね
」。
先
に
で
き
た
人

の
船
に
乗
り
、
が
れ
き
撤
去

な
ど
も
し
な
が
ら
助
け
合
っ

て
乗
り
切
っ
た
。

　
「
今
わ
れ
わ
れ
が
仕
事
で

き
る
の
は
、
補
助
金
な
ど
が

あ
っ
て
こ
そ
。
国
、
県
、
関

係
各
市
町
村
の
支
援
に
は
感

謝
し
き
れ
な
い
と
皆
思
っ
て

い
る
」。
そ
し
て
「
漁
師
は

海
に
行
っ
て
魚
捕
っ
て
く
れ

ば
い
い
け
ど
、
そ
れ
が
で
き

る
の
も
、
書
類
を
整
え
た
り

い
ろ
ん
な
人
の
手
が
入
っ
て

い
る
か
ら
」
と
漁
協
関
係
者

に
も
感
謝
し
て
い
る
。

　
「
私
た
ち
は
生
か
さ
れ
た

人
間
な
ん
だ
か
ら
、
世
の
中

の
た
め
に
な
る
よ
う
な
生

き
方
を
し
な
い
と
。
若
く
し

て
亡
く
な
っ
た
方
も
い
る

し
」
そ
ん
な
思
い
が
常
に
あ

る
。
出
雲
さ
ん
は
船
を
見
に

来
る
漁
業
者
た
ち
に
避
難
を

呼
び
か
け
、
津
波
が
来
る
ま

で
事
務
所
に
い
た
。「（
避
難

は
）
最
後
。
俺
と
お
や
じ
と

お
ふ
く
ろ
３
人
ぎ
り
ぎ
り

だ
っ
た
。
あ
の
状
況
を
見
る

と
考
え
る
こ
と
が
多
々
あ

る
ね
」。

　
現
在
、
震
災
後
に
建
て
た

家
で
母
と
妻
、
社
会
人
の

娘
、
大
学
生
の
息
子
と
５
人

暮
ら
し
。「
娘
も
息
子
も
お

う
ち
大
好
き
で
、
な
か
な
か

出
て
い
か
な
い
。
俺
が
あ
の

こ
ろ
は
、
寄
り
付
か
な
か
っ

た
け
ど
な
あ
」
そ
う
言
い
な

が
ら
も
ち
ょ
っ
と
嬉
し
そ
う

だ
。
趣
味
は
テ
レ
ビ
ゲ
ー

ム
。「
格
闘
の
ほ
う
じ
ゃ
な

く
Ｒ
Ｐ
Ｇ
の
ほ
う
ね
」。
９

割
方
や
っ
て
投
げ
出
し
て
い

る
の
を
、
だ
い
た
い
セ
ガ
レ

が
全
ク
リ
す
る
と
い
う
。

に
戻
っ
た
。
父
が
ア
カ
ガ
イ

を
や
り
、
長
男
だ
っ
た
の

で
、
い
つ
か
は
漁
業
を
す
る

と
い
う
意
識
は
な
ん
と
な
く

あ
っ
た
が
、
父
か
ら
は
一
言

も
言
わ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ

た
。
最
初
は
父
の
漁
師
仲
間

を
守
っ
て
い
く
の
が
わ
れ
わ

れ
の
仕
事
」。
も
う
一
歩
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
、
例
え
ば
商

標
登
録
や
地
理
的
表
示
の
取

得
な
ど
も
考
え
て
い
る
が
、

な
か
な
か
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
。「
で
も
諦
め
た
わ
け
じ

　
出
雲
浩
行
さ
ん
（
　
）
は
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閖
上
で
ア
カ
ガ
イ
け
た
引
に

着
業
。
仙
南
支
所
閖
上
地
区

の
運
営
委
員
長
を
務
め
る
。

７
、
８
月
の
禁
漁
期
以
外
は

Ｊ
Ｆ
よ
し
丸
（
４
・
９
㌧
）

で
早
朝
か
ら
海
に
出
る
。
休

漁
期
と
、
毎
日
午
後
か
ら

は
、
乗
り
子
と
し
て
一
緒
に

船
に
乗
る
人
の
自
動
車
整
備

工
場
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る

と
い
う
、
ユ
ニ
ー
ク
な
主
従

交
換
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

　
高
校
卒
業
後
５
年
ほ
ど
し

て
、
ア
ル
バ
イ
ト
先
が
倒
産

し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
家

の
乗
り
子
と
し
て
手
伝
い
、

父
が
体
調
を
崩
し
た
の
を
契

機
に
一
人
で
貝
け
た
も
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　
「
閖
上
赤
貝
は
、
先
輩
方

が
が
ん
ば
っ
て
く
れ
た
お
か

げ
で
全
国
的
に
有
名
な
高
級

食
材
と
な
っ
た
。
そ
の
名
前

 「
く
ら
し
」 補
償
を
拡
充

要
望
に
応
え
自
然
災
害
に
力
   れ

に
よ
り
軽
微
な
損
害
で
も

保
障
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
水
害
の
支
払
共
済
金

を
拡
充
し
、
全
損
時
の
縮
小

割
合
を
撤
廃
。
損
害
額
に
応

じ
全
額
を
支
払
い
ま
す
。

　
地
震
で
も
支
払
を
拡
充
。

全
損
時
の
共
済
支
払
割
合
を

共
済
金
額
×
　
％
か
ら
　
％

25

30

に
引
き
上
げ
、
現
行
の
「
半

損
」
を
「
大
半
損
」
と
「
小

半
損
」
に
分
割
し
ま
す
。

　
②
引
受
等
に
か
か
る
諸
変

更
で
は
、
従
来
の
　
型
共
済

20

契
約
に
加
え
　
型
を
新
設
。

50

掛
金
の
支
払
負
担
の
軽
減
を

図
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
補
償
内
容
を
拡

充
す
る
た
め
に
共
済
掛
金
率

を
見
直
し
、
契
約
の
切
り
替

え
に
関
し
て
も
特
則
を
も
っ

て
対
応
し
ま
す
。

　
詳
細
は
チ
ラ
シ
を
参
照
、

ま
た
窓
口
に
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
Ｊ
Ｆ
共
済
で
は
、 「自
然
災

害
補
償
の
拡
充
」
等
に
つ
い

て
の
要
望
に
応
え
る
た
め
、

今
年
７
月
か
ら
生
活
総
合
共

済
 「く
ら
し
」 の
制
度
改
正
を

実
施
し
ま
す
。
改
正
事
項
は

①
支
払
要
件
・
内
容
の
拡
充

②
引
受
等
に
か
か
る
諸
変
更

③
共
済
掛
金
率
の
見
直
し
④

切
替
制
度
の
見
直
し
の
４
点

＝
表
。
補
償
の
充
実
や
、
掛

金
の
軽
減
プ
ラ
ン
の
設
置
な

ど
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
①
支
払
要
件
・
内
容
の
拡

充
で
は
、
風
・
ひ
ょ
う
・
雪

災
に
よ
る
損
害
の
支
払
要
件

を
　
万
円
以
上
か
ら
３
万
円

20
以
上
に
引
き
下
げ
ま
す
。
こ

　
当
組
合
女
性
部
連
絡
協
議

会
は
５
月
　
日
、
大
崎
市
の

23

鳴
子
観
光
ホ
テ
ル
で
通
常
総

　
組
合
員
が
生
産
す
る
養

殖
ギ
ン
ザ
ケ
の
活
じ
め

「
み
や
ぎ
サ
ー
モ
ン
」
が
５

月
、
国
の
地
理
的
表
示
保
護

制
度
（
Ｇ
Ｉ
）
に
登
録
さ
れ

た
。
本
県
で
は
初
、
全
国
の

水
産
物
で
は
３
例
目
と
な

る
。
盛
漁
期
に
間
に
合
い
、

出
荷
で
の
Ｇ
Ｉ
マ
ー
ク
添
付

が
知
名
度
向
上
や
消
費
拡

大
、
価
格
安
定
の
一
助
と
な

っ
て
い
る
。

　
生
産
者
団
体
な
ど
で
構
成

す
る
み
や
ぎ
銀
ざ
け
振
興
協

議
会
（
会
長
・
小
野
秀
悦
当

組
合
理
事
長
）
が
登
録
を
申

請
し
て
い
た
。

　
活
じ
め
と
神
経
じ
め
が
対

象
で
、
刺
身
が
お
薦
め
。
さ

っ
ぱ
り
と
し
た
脂
乗
り
、
甘

み
と
う
ま
味
の
豊
か
さ
が

特
長
だ
。
今
季
は
ギ
ン
ザ
ケ

生
産
計
画
（
１
万
２
５
０
０

㌧
）
の
３
割
程
度
と
な
る
約

４
千
㌧
の
出
荷
が
見
込
ま

れ
る
。

　
Ｇ
Ｉ
保
護
制
度
は
、
農
林

水
産
省
が
平
成
　
年
度
か
ら

27

運
用
を
開
始
し
た
。
地
域
で

長
年
培
わ
れ
て
き
た
生
産
方

法
や
気
候
・
風
土
な
ど
の
特

性
に
よ
り
高
い
品
質
と
評
価

さ
れ
る
産
品
の
名
称
を
知
的

財
産
と
し
て
保
護
す
る
。
水

産
物
で
は
下
関
の
フ
グ
、
青

森
県
十
三
湖
の
シ
ジ
ミ
に
次

ぐ
認
証
。

　
登
録
証
の
授
与
式
は
５
月

　
日
に
農
水
省
で
開
催
さ
れ

26た
。
吉
野
正
芳
復
興
大
臣
や

須
能
邦
雄
石
巻
魚
市
場
㈱
社

長
ら
が
見
守
る
中
、
登
録
証

が
礒
崎
陽
輔
農
水
副
大
臣

か
ら
小
野
会
長
に
手
渡
さ

れ
た
。

　
小
野
会
長
は
「
Ｇ
Ｉ
取
得

は
非
常
に
喜
ば
し
い
。
昭
和

　
年
か
ら
始
ま
り
　
年
の
歴

51

40

史
が
あ
る
養
殖
で
、
先
人
や

私
た
ち
が
努
力
し
て
き
た
地

域
に
根
ざ
し
た
産
品
。
積
極

的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
。
宮
城
に
来

た
ら
誰
で
も
食
べ
ら
れ
る
よ

う
な
形
に
し
た
い
し
、
良
い

商
品
な
の
で
海
外
に
も
打
っ

て
出
た
い
」
と
声
を
弾
ま
せ

た
。

と
活
性
化
」
を
目
標
に
、
漁

協
女
性
部
幹
部
の
つ
ど
い
を

開
催
。
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

資
質
向
上
や
交
流
を
図
り
ま

し
た
。
ま
た
ア
ク
セ
サ
リ

ー
販
売
活
動
も
継
続
実

施
。
さ
ら
に
「
水
産
物
の

消
費
拡
大
」
の
た
め
に
、

各
女
性
部
が
地
域
の
イ
ベ

ン
ト
等
で
販
売
や
料
理
教
室

な
ど
魚
食
普
及
に
努
め
ま

し
た
。

　
「
健
康
な
く
ら
し
と
環
境

保
全
運
動
の
推
進
」
で
は
、

イ
ベ
ン
ト
等
で
天
然
石
け
ん

「
わ
か
し
お
」
の
広
報
普
及

に
努
め
ま
し
た
。「
漁
協
全

利
用
と
生
活
設
計
の
推
進
」

で
は
、
冠
婚
葬
祭
の
簡
素
化

を
図
る
た
め
お
返
し
廃
止
用

「
の
し
袋
」
の
斡
旋
の
ほ

か
、
家
計
簿
を
頒
布
。
貯
蓄

推
進
活
動
や
共
済
・
購
販

売
事
業
全
利
用
の
促
進
、

各
種
年
金
や
公
共
料
金
の

窓
口
利
用
推
進
に
も
努
め
ま

し
た
。

　
本
年
度
も
、
部
員
数
の

年
々
減
少
と
い
う
課
題
を
抱

え
な
が
ら
も
「
子
供
た
ち
の

未
来
に
つ
な
げ
よ
う
、
み
や

ぎ
の
美
し
い
海
・
豊
か
な

恵
み
」
を
テ
ー
マ
に
多
方

面
の
活
動
を
し
て
い
き
ま

す
。
　
役
員
改
選
で
は
、
北
部
地

区
の
委
員
に
志
津
川
支
所
の

小
山
れ
え
子
氏
が
新
任
、
ほ

か
は
再
任
と
な
り
ま
す
。
任

期
は
２
年
。
会
長
・
副
会
長

以
外
の
役
員
は
次
の
通
り

（
か
っ
こ
内
は
所
属
支
所
）。

　
▽
監
査
委
員
　
北
部
地

区
・
畠
山
の
り
子
（
気
仙
沼

地
区
松
岩
）、
南
部
地
区
・
佐

藤
順
子
（
七
ヶ
浜
）

　
▽
委
員
　
北
部
地
区
・
小

山
れ
え
子
（
志
津
川
）、
中

部
地
区
・
小
野
寺
た
つ
え

（
網
地
島
）、
同
・
丹
野
恵
子

（
石
巻
湾
）、
南
部
地
区
・
木

村
光
子
（
仙
南
）

  み
や
ぎ
サ
ー
モ
ン
に
Ｇ
Ｉ

知
名
度
、消
費
拡
大
の
一
助
に
  

江
刺
み
ゆ
き
会
長
再
任

女
性
連
通
常
総
会

江刺みゆき会長

５月の授与式。礒崎陽輔農水副大臣（左から
２人目）からのＧＩ登録証を手に喜ぶ小野秀
悦会長（同３人目）ら参加者

会
を
開
き
、
平
成
　
年
度
事

28

業
報
告
、　
年
度
事
業
計
画

29

に
つ
い
て
承
認
し
ま
し
た
。

役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
改

選
。
江
刺
み
ゆ
き
会
長
（
石

巻
地
区
支
所
）
と
三
浦
弘
子

（
歌
津
支
所
）、
内
海
や
ゑ

子
（
塩
釜
市
浦
戸
東
部
支

所
）
両
副
会
長
が
再
選
さ
れ

ま
し
た
。

　
　
年
度
は
「
組
織
の
強
化

28
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も
縮
ま
な
い
大
粒
の
カ
キ
、

貝
柱
が
太
く
甘
み
が
強
い
ホ

タ
テ
、
し
ゃ
き
し
ゃ
き
し
た

肉
厚
の
ワ
カ
メ
が
で
き
る
。

「
手
間
暇
が
評
価
さ
れ
る
よ

う
な
売
り
方
を
し
て
い
き
た

い
」
と
畠
山
委
員
長
は
将
来

を
見
据
え
る
。

　
カ
キ
は
中
央
市
場
で
も
高

値
が
付
き
「
業
者
と
も
自
信

を
も
っ
て
話
が
で
き
る
」
と

吉
川
弘
支
所
長
。「
職
員
に

も
粗
悪
品
が
上
が
っ
た
ら
遠

慮
な
く
戻
し
て
く
れ
と
言
っ

て
い
る
」
と
畠
山
委
員
長
。

そ
れ
が
ブ
ラ
ン
ド
維
持
に
つ

な
が
る
と
力
を
込
め
る
。

　
カ
キ
は
「
も
ま
れ
牡
蠣
」、

ホ
タ
テ
は
「
海
音
（
あ
ま

ね
）」
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
差

　
唐
桑
は
海
岸
線
が
入
り
組

み
、
入
り
江
は
一
気
に
深
く

な
る
。
荒
々
し
い
半
島
東
部

と
穏
や
か
な
西
部
、
両
面
を

そ
ろ
え
持
ち
、
カ
キ
、
ホ
タ

テ
、
ワ
カ
メ
を
そ
れ
ぞ
れ
適

所
で
養
殖
し
高
い
評
価
を
得

る
。「
と
く
に
若
手
が
、
品

質
の
い
い
も
の
を
作
ら
な
い

と
生
き
残
れ
な
い
と
い
う
危

機
感
を
も
っ
て
や
っ
て
い

る
。
す
ご
く
頼
も
し
い
」
と

畠
山
政
則
運
営
委
員
長
。
小

型
漁
船
は
イ
サ
ダ
漁
や
、
沖

合
の
突
き
ん
棒
漁
業
、
刺
網

や
カ
ゴ
な
ど
も
盛
ん
だ
。

　
カ
キ
は
付
着
の
薄
い
種
を

使
い
、
温
湯
処
理
は
も
ち
ろ

ん
、
耳
づ
り
も
行
う
。
ワ
カ

メ
や
ホ
タ
テ
も
手
間
を
か
け

て
育
て
る
。
そ
の
結
果
、
ふ

っ
く
ら
と
し
て
熱
を
加
え
て

　
浦
戸
東
部
支
所
は
、
寒
風

沢
島
、
朴
島
を
管
轄
。
カ
キ

と
種
ガ
キ
を
中
心
に
、
漁
船

漁
業
で
カ
レ
イ
、
ヒ
ラ
メ
、

タ
ラ
、
シ
ラ
ウ
オ
な
ど
を
捕

っ
て
い
る
。
ノ
リ
養
殖
も
し

て
い
た
が
震
災
で
着
業
者
が

い
な
く
な
っ
た
。

　
高
城
川
と
鳴
瀬
川
が
注
ぐ

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
豊
富
な
松
島

湾
で
、
良
質
の
カ
キ
が
採
れ

る
。
む
き
身
生
食
を
主
に
出

荷
。
松
島
湾
の
な
か
で
も
外

洋
に
近
く
、
波
に
も
ま
れ
て

い
る
の
で
歯
応
え
が
あ
り
、

き
り
っ
と
し
た
味
で
甘
い
の

が
特
長
。

　
６
月
末
ご
ろ
か
ら
か
き
筏

を
入
れ
始
め
て
　
月
か
ら
む

10

く
。「
短
期
間
で
出
荷
し
ま

す
が
、
け
っ
こ
う
う
ま
い
で

す
よ
」
と
山
形
一
夫
支
所

長
。
内
海
光
雄
運
営
委
員
長

も
「
自
信
を
持
っ
て
出
荷
し

て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　
昨
年
８
月
末
の
大
型
台
風

で
沖
の
身
が
き
筏
の
７
割
弱

が
被
害
を
受
け
た
。
な
ん
と

か
資
材
を
か
き
集
め
、
半
分

ほ
ど
の
か
き
筏
を
復
旧
し

た
が
、
カ
キ
そ
の
も
の
の

落
下
も
あ
り
、
収
量
は
上

が
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
思
っ

た
よ
り
は
出
荷
で
き
た
と

い
う
。

　
震
災
で
は
、
２
つ
あ
っ
た

か
き
処
理
場
が
損
壊
し
た
。

塩
釜
市
浦
戸
支
所
の
処
理
場

を
使
わ
せ
て
も
ら
い
、
こ
の

年
に
３
人
が
む
い
て
７
８

別
化
。
一
級
品
と
し
て
扱
わ

れ
る
日
本
一
の
ブ
ラ
ン
ド
を

つ
く
り
た
い
と
い
う
共
通
意

識
で
生
産
し
て
い
る
。

　
震
災
前
は
１
２
０
０
人
も

の
組
合
員
が
い
た
大
所
帯
。

い
ち
早
く
復
興
に
向
け
動
き

出
し
た
。
畠
山
委
員
長
は

「
こ
こ
ま
で
こ
れ
た
の
は
、

国
、
県
、
市
の
支
援
は
も
と

よ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
全

国
の
三
陸
カ
キ
の
フ
ァ
ン
の

方
々
の
応
援
、
広
島
県
や
フ

ラ
ン
ス
か
ら
の
筏
や
資
材
の

支
援
な
ど
、
皆
さ
ん
の
お
か

げ
」
と
何
度
も
感
謝
。

　
「
あ
の
時
早
く
立
ち
上
が

ら
な
か
っ
た
ら
漁
業
者
は
半

分
に
な
っ
て
い
た
」
と
吉
川

支
所
長
。「
あ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
声
を
か
け
て
も
ら
わ
な

か
っ
た
ら
、
自
分
ら
は
内
陸

に
働
き
に
行
く
つ
も
り
だ
っ

た
と
後
で
聞
い
た
。
い
っ
た

ん
出
た
ら
戻
ら
な
か
っ
た
だ

ろ
う
」
と
畠
山
委
員
長
も
言

う
。
す
ぐ
に
始
め
た
ワ
カ
メ

で
な
ん
と
か
つ
な
い
だ
。

　
昨
年
度
の
農
林
水
産
祭
で

青
年
部
の
カ
キ
学
習
支
援
が

天
皇
杯
の
栄
誉
に
輝
い
た
。

女
性
部
も
県
の
代
表
と
し
て

全
国
大
会
に
進
ん
で
い
る
。

　
か
つ
て
畠
山
委
員
長
自
身

が
唐
桑
小
学
校
の
児
童
に
カ

キ
養
殖
の
指
導
を
始
め
た
。

子
供
た
ち
の
突
拍
子
も
な
い

質
問
に
答
え
る
た
め
に
は
そ

れ
な
り
の
知
識
も
必
要
で
、

そ
れ
に
見
合
っ
た
カ
キ
を
作

ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
子

供
た
ち
か
ら
教
わ
る
部
分
も

多
い
と
気
づ
い
た
。
次
代
を

担
う
漁
業
者
に
も
ぜ
ひ
経
験

し
て
ほ
し
い
と
青
年
部
に
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
。 現
在
、 小
学
校

独
自
の
カ
キ
筏
が
あ
る
。

　
今
後
は
唐
桑
も
の
の
お
い

し
さ
、
品
質
を
ど
の
よ
う
に

発
信
す
る
か
が
課
題
。
手
段

の
一
つ
と
し
て
漁
業
者
が
始

め
た
カ
キ
小
屋
「
唐
桑
番

屋
」
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
フ
ァ
ン
が

広
が
っ
て
い
る
。「
三
陸
特

選
市
場
」
と
い
う
サ
イ
ト
も

立
ち
上
げ
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
。

　
職
員
も
、
販
路
開
拓
の
研

修
会
、
物
産
展
や
商
談
会
な

ど
に
参
加
。
ど
の
魚
種
、
誰

の
も
の
を
買
っ
て
も
極
上
と

い
え
る
「
唐
桑
ブ
ラ
ン
ド
」

を
よ
り
し
っ
か
り
確
立
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

０
万
円
に
な
っ
た
。
処
理

場
の
建
設
予
定
地
が
特
別

名
勝
松
島
の
区
域
に
あ

り
、
新
設
に
は
多
く
の
規

制
が
か
か
る
な
か
、
翌
秋

に
は
い
ち
早
く
か
き
処
理

場
を
竣
工
し
た
。
そ
の
後

カ
キ
業
者
も
徐
々
に
増
え
、

規
模
も
拡
大
し
、
よ
う
や
く

震
災
前
の
水
準
に
な
っ
た

と
こ
ろ
で
、
昨
年
の
台
風
だ

っ
た
。

　
震
災
の
前
年
に
は
チ
リ
地

震
津
波
の
被
害
に
も
遭
っ
て

い
る
が
、
そ
の
た
び
に
迅
速

に
対
応
し
、
懸
命
に
島
の
漁

業
を
守
っ
て
き
た
。

　
悩
み
の
種
は
や
は
り
後
継

者
不
足
と
高
齢
化
。
そ
し
て

震
災
の
影
響
に
よ
る
組
合
員

減
少
の
加
速
。
組
合
員
の
平

均
年
齢
は
　
歳
に
近
く
、
山

65

形
支
所
長
は
、　
年
後
を
考

10

え
る
と
不
安
と
し
な
が
ら

も
「
　
代
で
ば
り
ば
り
や

80

っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
」

と
話
す
。

　
震
災
前
に
は
ト
ン
単
位

で
採
れ
て
い
た
ア
サ
リ

が
、
今
は
激
減
。
手
を
こ
ま

ね
い
て
い
る
わ
け
に
も
い
か

な
い
の
で
、
ア
サ
リ
の
漁
場

造
成
に
今
年
か
ら
着
手
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
近
年
ア
カ
モ
ク

（
ギ
バ
サ
）
が
注
目
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
漁
業
の
じ

ゃ
ま
で
誰
も
見
向
き
も
し
な

か
っ
た
厄
介
者
が
、
採
取
し

て
出
荷
す
る
と
、
結
構
な
収

入
と
な
っ
て
い
る
。

　
ア
サ
リ
の
次
に
は
、
ア
ワ

ビ
や
ウ
ニ
の
こ
と
も
考
え
て

い
き
た
い
と
山
形
支
所
長
は

話
す
。
ア
ワ
ビ
も
ウ
ニ
も
震

災
前
ま
で
は
立
派
な
も
の
が

多
く
採
れ
て
い
た
。
ア
ワ
ビ

の
買
い
受
け
業
者
が
今
は
１

社
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
、

蓄
養
し
て
販
売
し
て
い
る
の

で
出
荷
ま
で
に
何
割
か
が

死
ん
で
し
ま
う
の
が
悩
み

の
種
。
ウ
ニ
は
若
干
採
れ
る

が
扱
う
業
者
は
現
在
は
い

な
い
。

　
県
の
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー

で
ア
ワ
ビ
の
採
苗
が
本
格
化

す
れ
ば
稚
貝
の
供
給
も
軌
道

に
乗
る
だ
ろ
う
と
期
待
す

る
。
出
荷
サ
イ
ズ
ま
で
育
つ

の
に
時
間
は
か
か
る
し
、
高

齢
化
で
採
る
人
も
減
っ
て
き

た
が
、
貴
重
な
資
源
を
生
か

す
方
法
を
こ
れ
か
ら
も
模
索

し
て
い
く
。

２
島
の
カ
キ
と
漁
船
漁
業
を
守
る

塩釜市浦戸東部支所　組合員数47人、うち准29人。
職員2人。販売取扱髙は、28年度は台風でカキに被
害があり2080万円、前年度は5210万円。購買取扱
高2326万円。カキと種ガキ中心に漁船漁業も盛ん。

 
塩
釜
市
浦
戸
東
部
  

唐
桑
 
 

唐桑支所　組合員数893人、うち准676人。職員は
臨時含め9人。販売取扱は9億5500万円。うち約3
割がホタテ、2割がワカメ。カキやホヤでも知られ
る。地区住民の8割が漁業・水産業に携わっている。日

本
一
の
唐
桑
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立

支
所
を
訪
ね
て
 

内
海
光
雄
運
営
委
員
長

山
形
一
夫
支
所
長

畠
山
政
則
運
営
委
員
長

吉
川
弘
支
所
長

甘
く
し
ま
っ
た
カ
キ

青
年
 ・ 女
性
部
も
活
躍

　当組合では４月５日、県・JAグル
ープ宮城・県森林組合連合会ととも
に、東京・永田町の自民党本部前で
「みやぎ復興応援フェア」に参加。
支援へのお礼も兼ね、宮城の旬の農
林水産物を㏚しました。導入したば
かりのキッチンカーも出動し、調理
したてのかき汁や蒸しホヤなどを無
料で提供。各150食が約30分で品切
れするなど人気を博しました。

　ベガルタ仙台の試合の日はスタジアムで蒸
しホヤやホヤメンチ、カキフライのほか、カ
キやホヤ入りのカレーを提供。鳴子温泉の宿
泊客にも、海の香りを届ける予定です。

出来たて海の幸Ｐ Ｒ キッチンカーが大活躍 サッカー観戦や温泉客に
場所も料理も幅が広がる

かき汁、蒸しホヤ人気

キッチンカーで出来たてを提供、 宮城の海の幸を
PRした 「みやぎ復興応援フェア」 （4 月 5 日、 自民党
本部前）

資
源
を
生
か
す
た
め
に

自
然
災
害
を
乗
り
越
え

「
唐
桑
」 発
信
に
注
力

素
早
く
復
興
に
向
か
う

品
質
を
何
よ
り
重
視

開催場所開催日イベント名

ユアテックスタジアム
7/30, 8/13, 9/9
9/30, 10/21

ベガルタ

鳴子9/30～10/1鳴子ふるまい

県庁前市民広場10/14～15
みやぎまるごと
フェスティバル

キッチンカーが駆けつける
夏から秋の県内のイベント

 東京 ・ 自民党本部前

みやぎ復興応援フ ェ ア

悩
み
は
後
継
者
と
高
齢
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